実技課題　　
実技課題　
「　機械板金加工作業　箱曲げ課題　」
	１　作業時間

作業工程手順書作成時間　　　　　　　　　　３０分（時間減点なし）
課題作業標準時間　　　　　　　　　　　　　　１５０分
課題作業打切り時間　　　　　　　　　　　　　１８０分
２　配付資料

課題仕様

作業工程手順書

材料

課題図面

用紙

チェックシート（課題終了後に配付）
評価要領（課題終了後に配付）
訓練課題確認シート（課題終了後に配付）

　　　　　

３　提出物
　　　作業工程手順書

製品（課題）×２
チェックシート
評価要領

訓練課題確認シート


課題仕様
課題図面のとおり機械板金加工にて完成させる。
1． 訓練課題作業時間

（1） 作業工程手順書作成　　　　　標準時間　３０分（未完成でも打切る）

（2） 展開図、加工作業時間　　　　標準時間１５０分　打切り時間１８０分

2． 支給材料（ＳＵＳ３０４または、ＳＵＳ４３０、軟鋼）

部材①　　ｔ１．０×３００×３００（１枚）　製品用
　　　部材②　　ｔ１．０×　５０×１００（１０枚）程度　試し曲げ用
　　　用　紙　　Ａ４（２枚程度）　展開図作成用　
3． 作業工程

（1） 作業工程手順書作成
２．の支給材料を基に訓練課題図を読み、作業工程を計画し、別紙の「作業工程手順書」を作成する。なお、作成時間は３０分以内とし、未完成であっても作業を止め指導員の指示に従い、配付した解答より評価を行う。
（２）材料の形状、寸法の確認

　　　　　・支給材料が規定の寸法のものかを確認すること。寸法、形状が著しく違っているものや損傷、変形を起こしているものは事前に交換を申し出ること。なお、支給された材料の若干の誤差は、シャーまたはヤスリ加工により調整すること。
（３）機械板金加工

・加工手順や操作方法は特に定めないので個人の判断で行うこと。

　　　　　　　　・加　　　　　　　・加工機やその他の材料等でわからないことがあれば、その際、指導員に確認すること。その　　　　　　　　と。但し、評価・採点に関わるような質問は原則認めない。
但し、製品の精価項目　　
（４）自己評価

　　　　・全ての機械板金加工終了後、指導員に申告し、「チェックシート」、「評価要領」を受け取り、指示されている箇所の評価を行うこと。測定方法等は同時配付の「評価要領」を参考とすること。

（５）訓練課題確認シート

        ・自己評価を行った「チェックシート」の結果をもとに、「訓練課題確認シート」

          へ得点を記載すること。「訓練課題確認シート」内の評価区分で「作業時間」、「安全作業」、「工夫・改善」及び製品①と製品②の「かみ合わせ状態」については、指導員から点数を聞いてから得点を記載すること。
（６）提出物
        ・作業工程手順書、製品（課題）×２および「チェックシート」、「評価要領」、「訓練課題確認シート」の６点を指導員に提出すること。

1． 注意事項

（１）　課題開始前に、課題用材料の数量・大きさ等が適正であることを確認すること。

（２）　課題開始後は、原則として課題用材料の再支給はしないこと。

（３）　課題製作中は使用機材一覧で表示されたもの以外は使用しないこと。

（４）　補修作業する場合には、申し出ること。
（５）　 退場する前には、使用機材・作業台等の周辺を清掃し整理整頓を行うこと。
（６）　機械台数等の都合で作業待ち時間が発生した場合、待ち時間を申告し、調整すること。

（７）　検査・評価の時間は作業時間に含めないこと。
（８）　加工で発生したバリ等はヤスリで取り除くこと。
（９）　最終終了時間になったら、製作途中であっても全ての作業を中断し、そこまでの評価を行うこと。
（１０）安全作業には特に注意をはらうこと。なお、指導員が危険と判断した場合は、課題制作途中であっても中止すること。
2． 使用可能工具及び機器

以下に挙げる機器及び工具以外で必要なものは指導員に申し出ること。

	番号
	工具名
	必要数
	備考

	１
	ケガキ針
	人数分
	

	２
	スケール
	人数分
	３００ｍｍ程度

	３
	ノギス
	若干数
	１５０ｍｍ程度

	４
	ハイトゲージ
	若干数
	３００ｍｍ程度

	５
	プロトラクター
	若干数
	

	６
	ヤスリ
	人数分
	細目、中目

	７
	弓のこ
	若干数
	必要に応じて

	８
	電卓
	人数分
	

	９
	シックネスゲージ
	若干数
	

	１０
	コーナーシャー
	若干数
	

	１１
	プレスブレーキ
	若干数
	

	１２
	動力シャー
	若干数
	

	１３
	ポンチ
	若干数
	必要に応じて

	１４
	スコヤ
	若干数
	必要に応じて

	１５
	筆記用具
	人数分
	

	１６
	ボール盤（ドリル含む）
	若干数
	必要に応じて

	１７
	電動ドリル（ドリル含む）
	若干数
	必要に応じて

















